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ジョロウグモによるカメムシの捕食および
その死骸が設置された網の化学生態学的一考察

野 口 大 介1）

A chemoecological consideration about captured stink bugs and the decaying matters on web stored
by Nephila clavata (Araneae: Nephilidae)

Daisuke NOGUCHI1）

Abstract:Adult female Nephila clavata (Araneae: Nephilidae), orb-weaving spiders, captured stink bugs Plautia stali
without rolling with thread, though N. clavata usually roll their preys with thread. Stink bugs defense them
with unfavored odor. The reason why N. clavata preyed on the stink bugs without winding them might be to
make volatilize. Nephila edulis put decaying matters such as dead preys and leaves on their barrier web with
attracting prey insects by odor, in addition N. clavipes put the dead stink bugs to attract flies. N. clavata put
the stink bugs on their web after feeding, indicating that N. clavata could attract preys such as flies.
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は じ め に

カメムシ類（stink bugs）は全世界に約8万種類が
知られ（Demirel 2007），アリ類の警報フェロモンに
擬態した化学物質（アロモン）を分泌してアリを追い
やり，アリを嫌う動物を寄せ付けない（Aldrich 1988）．
すなわちカメムシが放出する臭いには捕食者に対する
忌避効果がある（なお他に，性フェロモン，集合フェ
ロモン，「縄張り誇示」フェロモンなどの機能もある
という）（Borges and Blassioli-Moraes 2017）．
クモは昆虫にとって主要な捕食者である（例えば，

Olsen et al. 2011）．捕食者に対し忌避作用を有するカ
メムシをクモが捕食しているかに関して先行研究の文
献調査を行った．

クモがカメムシを捕食する事例の文献調査

クモによるカメムシ類の捕食に関する文献調査を
行ったところ，キシノウエトタテグモ（Latouchia
typica）にマルカメムシ（Megacopta punctatissimum）
を与えるとすぐに放棄し忌避した事例があり（笹岡
1996），カメムシ類がクモから忌避される一方で，ハ
エトリグモおよびハナグモ（Misumenops tricuspida-
tus）がイチモンジカメムシ（Piezodorus hybneri）を

捕食する（菊池ら1987），オオシロカネグモ（Leucauge
celebesiana）がカメムシに対して攻撃ラッピングする
（Yoshida 2000），オニグモ（Araneus ventricosus）
がカメムシまたはサシガメ？を捕食（約3時間放置後，
約2時間食べ続けた）する（伊藤2014），コモリグモ
が水面に落下してきたアカスジカスミカメ（Stenotus
rubrovittatus）を捕食する（Takada et al. 2013）といっ
た事例が報告されていた．
クモのうちよく目にするジョロウグモがカメムシを

捕食する観察事例についての記述があったが（内藤
2016），詳細な内容のものではなかった．ジョロウグ
モがマルカメムシを捕食した目撃情報もある（馬場博
士 私信）．
ジョロウグモそのものではないものの，ジョロウグ

モと近縁である同じジョロウグモ属のショクヨウジョ
ロウグモ（Nephila edulis）は，円網を覆うバリアー
網に食べかすや枯葉などのゴミを設置する．これは，
匂いで網に餌昆虫をおびき寄せるためではないかと推
測されている（Kulinski et al. 2004）．さらにアメリカ
ジョロウグモ（Nephila clavipes）が捕食して網に設
置されたカメムシ亜目の昆虫の死骸は，シロガネコバ
エ科のハエを引き付けることが知られている（Eisner
1991）．以上から，ジョロウグモと近縁なクモについ
て，カメムシを捕食する事例が明らかにされているこ
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とがわかった．
そこで本報では経験的に知られているだけでこれま

であまり詳細が明らかにされてこなかったジョロウグ
モのカメムシ捕食事例について野外調査を行い，その
結果を踏まえてジョロウグモによるカメムシ食につい
て化学生態学的一考察を行ったので報告する．

野 外 調 査

2019年10月29日に長崎大学教育学部前にてジョロウ
グモ（Nephila clavata）がチャバネアオカメムシ（Plau-
tia stali）を捕食していたのを観察した（図1）．筆者
が見た限りカメムシを糸で巻いてはいなかった．翌日
に同じジョロウグモを観察したところ，食べ終わった
と見えてカメムシの死骸を網から捨てていた．
一方，11月4日に西彼杵郡長与町にて観察したジョ

ロウグモ（4頭）は食べかすであるカメムシの死骸を
網に設置していた（図2）．
これらのカメムシの死骸の様子からは，他の虫の死

骸に比べて巻かれるのに使われていた糸の量が明らか
に少なかった．

考 察

ジョロウグモは獲物がかかるといきなりかみついて，
それから糸を巻くとされている．こうした捕虫行動は
アシナガグモやトリノフンダマシと同じで捕帯の量の
少ないクモの特徴である（池田2019）．長崎大学教育
学部前にいたジョロウグモがカメムシを糸で巻かない
で捕食していたのは，カメムシの好ましくない臭いを

図1．ジョロウグモ雌成体と糸で巻かれずに捕食された
チャバネアオカメムシ．

図2．ジョロウグモ雌成体の網に設置されたカメムシの死骸．
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揮発させるためかもしれないと考えられる．
カメムシ臭の本体はアルデヒド類である．アルデヒ

ドの防衛効果は中程度で，食べたら即死するとか，二
度と食べたくなくなる水準にはなく，カメムシ類が鳥
類に好んで捕食されるのは，鳥類が視覚重視で情報化
学物質に鈍感なためであるという（榊原2016）．
アプニュモン（Apneumone）は非生物あるいは死

亡生物由来の物質で，受信者に有利となるような生理，
行動上の反応を引き起こすとされる（高橋1983）．ア
プニュモンとして機能する物質にはプトレシン（NH2
（CH2）4NH2）などが知られている．コガネグモ属の一
種Argiope keyserlingi は餌となる生物を誘引するのに
プトレシンをアロモン（allomone）としてはたらかせ
ていることを示唆する研究がある（Henneken 2017）．
ジョロウグモの網に設置されたカメムシの死骸が発す
る何らかの物質がアプニュモンとしてハエを誘引し，
ハエを捕食するクモにとってはアロモンとしてはたら
いているのではないだろうか．

今後の展望

ジョロウグモが網にカメムシの死骸を設置して餌を
誘引している可能性について，さらに観察事例を積み
重ね化学分析を行うことで詳細を明らかにできると期
待される．
なおツヤカスミカメ亜科のカメムシの一種（Ran-

zovius moerens）がタナグモ科のクモの一種（Hololena
curta）の網に侵入し昆虫の死骸を捕食する事例（Davis
and Russell 1969）や，カメムシ目の昆虫であるセス
ジアシナガサシガメ（Gardena brevicollis）がコガネ
グモ科のハツリグモ（Acusilas coccineus）の網に侵
入しクモの幼体を捕食することが明らかとされている
（Suzuki 2019）．
このようにカメムシとクモの関係は多様である．こ

うした事例も念頭に，カメムシとクモの関係の詳細を
さらに化学生態学的に明らかにするためには，さらな
る観察および化学分析を行う必要があるものと思われ
る．
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附 記

秋にはジョロウグモの糸が黄色になることがある．
図3は筆者が12月26日に見つけたジョロウグモの黄色
い網である．クモ生理生態事典2019を参照したが，
ジョロウグモの糸が黄色となることについては扱われ
ていなかった（池田2019）．このことから，ジョロウ
グモの糸が黄色くなることが広くは知られてこなかっ
た可能性がある．ジョロウグモの網の糸が黄色になる
ことは，大崎による研究報告がある．黄色に変化する
理由として，大崎（1985）によると「ａ．環境による
保護色，ｂ．食物の変化の可能性」，Osaki（1989）に
よると「秋における黄色化は，成熟したメスのジョロ
ウグモによる分泌物に起因し，またクモ自らを捕食者
から防衛するばかりでなく，餌を捕獲するために重要
な役割を果たすであろう」とされる．
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